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初春のお慶びを申し上げます

迎春

　あけましておめでとうございます。平成30年になりまし
た。天皇陛下のご退位により、平成の時代も今年が最後にな
ります。昨年42歳になった私にとって、また平成12年に現
在市長で、当時衆議院議員の北橋健治さんの下で政治の道を
歩み始めて19年、そして平成21年に北九州市議会議員選挙
に初当選させていただき、議会に送って頂いて10年が経過
し、平成はまさに私の政治活動とともにありました。
　平和になるとの願いが込められたこの年号の時代、日本は

おかげさまで議員活動10年！

朝倉・日田・東峰村  九州北部豪雨災害ボランティア

バブル景気、イラク戦争、バブル崩壊、その後の長引くデフ
レ不況、ＥＵの誕生、少子高齢化と人口減少、2度の政権交代、
東日本大震災、直近では広島・茨木・朝倉・日田などの大規
模な水害、北朝鮮のミサイル発射と核開発、第4次産業革命
によるＡＩとシンギュラリティの到来など、国内外で次々災
害、大事件が今なお起こり続けています。
　そのような中で市議会議員として活動をさせて頂いた10
年間でありました。

昨年7月に発生した九州北部豪雨によって、朝倉市、東峰村、
大分県日田市などの地域では大変な被害が発生し、朝倉市や日
田市では残念ながら死者行方不明者が発生しました。
本市においても同日百数十か所で土砂・崖崩れなどが発生し

ましたが、幸いにも本市での人命に関する被害はでませんでし
た。しかし、一つ間違えば命に関わるほどの豪雨を経験すること
となりました。
こうした災害はいつまた発生しないとも限りません。豪雨の

跡の土砂や瓦礫の撤去・搬出などで、重機が入れないところが
多く、そのため膨大な人手が必要になります。
九州北部豪雨災害の被災地へ、合計4回に亘りボランティア活

動へ行ってきました。

発災時期が7月であったため、夏休みにはボランティアで多く
の人が被災地へと訪れていたのですが、9月に入るとその数も減
少しているとの事です。
現地では時期によって行うことは違ってきますが、豪雨の直

後は土砂の掻き出し、土嚢袋に詰めて道路に山積みしてそれを
別のボランティアや地元のスタッフが持って行きます。

そうした作業が落ち着けば、次は家具などを運び出し、捨てる
物、使える物などを家主が分別していき、使えないものは木材や
ガラスなどに分類して処理場へ運びます。畳を運んだり、大きな
家具を運んだりもします。
それから床下の土砂を掻き出したり、床下を洗ったりします。

私はこの作業は経験ありませんが、ずっと屈んだままでの作業
は大変きついとの事でした。しかし、住み慣れた家を壊すことな
く、洗浄して使える状態にするためには欠かすことのできない
作業で、こうした作業には途方もない人手が必要です。

熊本地震の時に多くの人がボランティアに来てくれたから、
と熊本から参加されている方も居たのが印象的でした。困った
時はお互い様です。本市でもいつ同様の事が起きないとも言え
ません。まだまだ必要であれば現地へ赴き、出来得る限りボラン
ティアを続けていきたいと思います。東峰村ボランティアセンター東峰村ボランティアセンター

朝倉市朝倉市大分県日田市大分県日田市

朝倉市朝倉市

大分県日田市大分県日田市 日田市
ボランティアセンター
日田市
ボランティアセンター



毎週行っている街頭立ち。
多くの方に手を振って激励頂き、感謝です。

市議会環境建設委員会の委員長に。
ごみステーションやPCB処理施設の課題などに
取り組みました。

北九州市まち美化推進員に

馬島清掃活動
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北九州市議会議員 大久保むが 市政レポート

　平成24年１2月定例会（12月3日～12月10日）が開催されました。

　今議会では、市側からコムシティの工事請負契約の一部変更や、コムシティへ移転する八幡西生涯学習

総合センター、市立ユースステーションの新設に伴う関係規定の一部改正などが上程され、成立しました。

コムシティに隣接する黒崎西駐車場の料金を改正する条例案も示され、これまで30分150円だったもの

が30分100円に、さらに時間外1回750円だったものが、3時間を超えて6時間以内は上限が600円と

改められるなどの案が示されました。

　また、市民太陽光発電所特別会計として、5億2500万円が債務負担行為※1として計上されました。

　さらに、地方自治法改正に伴い、政務調査費の名称が、政務活動費へと変更されました。

無我改革で北九州を変える!!

※1 債務負担行為とは
単年度では執行不可能な場合、翌年度以降の予算支出を前提に契約を行う行為（複数年度での工事、各年度毎に予算措置が必要）

平成24年北九州市議会12月定例会

無我夢中の4年間
身の丈の政治を考える
大久保むがの挑戦
議員定数削減について
大久保むがさんに期待しています！（北橋健治 北九州市長 談）
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　初春のお慶びを申し上げます。

　お陰様で、議会ごとに作成してきましたこの市政レポートも、幾度か形を変

えながらも年に4回発行して4年目、今回で16回目の発行となりました。

　市政の報告や現状をより分かり易く、そしてなるべく詳しく皆様へお伝え

できればと心掛けて参りました。

　まだまだ不十分な点もあろうかと思いますが、これからも皆様へ議会の状

況がお伝えできますよう、そして、より分り易い紙面になりますように努力し

て参ります。

　本年も変わらぬご声援を賜りますようお願い申し上げます。

1月1日　元旦　

迎春

北九州市議会議員  大久保むが

「工場萌え」を提案

サイクルツアー北九州に参加
市内100㎞を走りぬきました。

NPOのキャンプへ
スイカの差し入れ

コムシティリニューアルに際し、
議会でゴールド免許センターの
誘致を提案。後に、実現。

防災士に

小倉のとある店で、
声優の古谷 徹さんと

東日本大震災被災地へ
がれきの受け入れた本市の決断を
誇りに思います。

熊本地震支援で物資を持って宇土市へ

障害者雇用の先進事例・三越伊勢丹
ソレイユを視察
これが後の障害者ワークステーションに
つながりました。

東日本大震災　東北視察

経済評論家
三橋貴明さんを
招いての講演会

「交差点から北九州を
変えよう」を合言葉に
安全向上に取り組みました。

門司区で行われている
ゆるキャラを使ってトロッコと競争
する活動に参加

2期目

　1期目はまだ新人でがむしゃらにやっていましたが、私なりの視点を

もって様々な質問をさせて頂きました。総務財政委員会に4年間所属し

たのですが、一例をあげますと、ゆるキャラの存在数が多い事への市の

姿勢や引きこもり対策。また、漫画ミュージアムや新しく建設されたス

タジアムなどの議論の際は、類似の事例を調べ全国各地可能な限り視察

へ赴き取材を行い議会で多くの議論を行いました。スタジアムに関して

は現在のコンパクトでも迫力のあるものにある程度反映されたのではな

いかと思います。

　2期目、当選直後から環境建設委員会の委員長を拝命

しました。環境建設部門は経験がなく、これまた手探り

の中での委員長でしたが、離島の漂着ごみ問題、カラス

や猫に荒らされるごみステーション問題などに取り組み

ました。ごみステーションに関しては、市の環境審議会

でも議題となり、同時並行で環境建設委員会がごみス

テーション問題を所管事務調査の課題として取り上げる

など、この問題について行政と議会が全力で取り組んだ

2年間でした。議会に設置された委員会として初めて各

委員が多くのごみステーションを分担して現地での聞き

取りや現状の調査を行う事や、これまでにない程の委員

会の開催日数を確保するために実験的に委員会開催の定

　市議会議員になってはじめて教育の関係する委員会へ

の所属となりました。

　学校施設は長期に使用するため、外壁の剥がれや様々

な箇所で老朽化が起こっている所もあります。また運営

も、先生の教員不足や残業など過労の問題も出ています。

そのような中で子どもたちが安心して学べる環境を整え

るために先生方や教育委員会も大変な努力を続けている

ことが分かります。

　こうした現状を知るとともに、全国的に発生するいじ

めや不登校などの課題も本市にとっては無関係ではな

く、体力、学力、道徳をしっかり学んでもらえる教育環境

を整えるべく今後も取り組んで参ります。

がむしゃらだった頃期目1
環境建設委員長として新しいことにチャレンジ期目2

３期目は
教育文化委員会に所属期目3

例化を導入するなど、議会改革の取り組みを先駆けて

行って参りました。

　こうした成果は、通常は報告という形で取りまとめる

のですが、大部分を提言という形で行政側に様々な取り

組みを提案したところです。

　また、「交差点から北九州を変えよう」を合言葉に、右折

レーンを設置可能なところへは右折レーンを、道路の規

格が古いため、すぐに設置が難しい所へは1.5車線右折

ポケットの設置など、積極的に交差点の安全対策を提案

しました。交差点の改良は大変な時間や労力を必要とし

ますが、行政側も頑張ってくれています。今後もできると

ころから順次改良を進めていけるよう訴えて参ります。



※政治資金規正法により政治家個人は企業・団体からカンパ
　（寄付）を受けることができません。ご協力頂ける場合は
　「個人としての寄付」でお願いします。
※１年間１万円をこえる金額につきましては所定の手続き
　により、確定申告の際に所得控除を受ける事ができます。

◎この市政レポートは、市議会各派に交付される政務活動費や、皆様から頂いた寄付金などを用いて発行しています。

◎重複して送付されたり、宛名変更がある場合は、お手数ですが大久保むが事務所までご一報ください。　◎再生紙を使用しています。

Tel 093-863-5530  Fax 093-863-5531
http://www.mugamuga.net/ E-mail yahatanishi@mugamuga.net

〒807-0831 北九州市八幡西区則松2－9－2

北九州市議会議員  大久保むがプロフィール

大久保むが事務所

昭和63年枝光小学校卒業。平成3年枝光北中学校卒業。平成6年福岡県立北筑高等
学校卒業。平成10年九州国際大学国際商学部卒業後、平成12年から元衆議院議員・
北橋健治氏の秘書に。その後、さらなる政治の勉強をするため、平成18年北九州市
立大学・法学研究科に入学、政策科学を学ぶ。勉学のかたわら、参議院議員・大久保勉
氏の秘書を平成19年まで務める。平成20年3月、北九州市立大学・法学研究科を卒
業。同時にヘルパー2級取得。平成21年北九州市議会議員に初当選、総務財政委員
会に所属。2期目前半に環境建設委員長に就任。現在は教育文化委員会に所属。民進
党福岡県第9区総支部常任幹事、NPO法人「KID’s Work」スタッフ。平成26年2月、
防災士資格を取得。スポーツ鬼ごっこ検定3級。日本クッブ協会認定普及指導員。

皆様へ
　大久保むが応援団では、大久保むが
の活動支援のため、応援会費（個人寄
付）のご協力をお願い致しております。
　ご協力を賜れる方は、下記お振込口
座まで、お手続きくだされば幸いです。
　今後とも、ご支援・ご協力よろしく
お願い申し上げます。

活動支援会費（個人寄付）
会費：1口 1,000円～

■ゆうちょ銀行
記　　号：17410
口座番号：83659011
名　　前：オオクボムガオウエンダン
（他の金融機関からお振り込みの場合）
店　　名：七四八（ナナヨンハチ）
店　　番：748　種目：普通預金
口座番号：83365901
名　　前：オオクボムガオウエンダン
■福岡ひびき信用金庫  折尾支店
口座番号：1202105
種　　目：普通
名　　前：オオクボムガオウエンダン

応援団活動支援のお願い応援団活動支援のお願い

夢中!!
無我
夢中!!
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３期目当初より議会運営委員会のメンバーとして、市議会会派“ハートフル北九
州”からの任を受けて活動しています。
議会運営委員会は、2月、6月、9月、12月議会での本会議の質疑や質問などの順
序、日程、議会内における決め事などについて、各会派から選ばれた議員が集まり議
論します。また、議会運営に関する新しい取り組みや廃止した方がよいもの、変えた
方がよいものに関してもさまざまな提案がなされ、議論を行います。
現在、議会運営委員会では傍聴者、市長や執行部、議員や職員の安全確保を改めて
見直し、加えて大規模災害、議場内での火災、さらに現在危機が高まっている北朝鮮
のミサイル攻撃などに対して安全に避難するために、またその後に私たち議員が取
るべき対応の指針などのマニュアルを作成する議論が進んでいます。
この議論がスタートしてから、私も独自の視点から考え得る危険可能性に対して、
いくつかの提言を行ったところです。
また、議会へ訪れ傍聴する市民の方たちがこれまで以上に傍聴しやすい環境を整
えるものとして、赤ちゃんや小さいお子さん連れの保護者の方も気にせずに議会を
傍聴できるスペースを確保するための議論も行われ、現在親子で傍聴できる席の設
置に向けて準備が進んでいます。
議会運営委員会は、議会の運営を円滑に進めるうえで、いわゆる縁の下の力持ち
のような存在なのであります。

議会運営委員会


